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則
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範
是
れ
で
あ
る
。
•
.：:«
#

"

<

:

_

«

?

*

.

て
、
反
、て
人
間
の
經
驗
的
性
‘質
が
1£
常

の

锉

質

に

非

^

、 

然

自

然

法

則.の
支
，配

下

に

あ
.る
經
驗
的
自
黎
以
外
^
物
、.
其
れ
故
內
的
に
薄
弱
な
る
が
故
で
あ
る
。
經
驗
的
生
存 

の
：絕
對
的
’
芷
常
«
名
本
質
^
就
.
9多
沙
明
か
な
.る

意

の

異

常

性

：ゆ

ャ

直

羧

w

*

îi
;
、：
苦
痛
及
び
惡
6
し
て 

論
を
潜
し
て
ゐ
る
。
從
て
自
ら
此
れ
に
接
近
せ
ん
ど
感

.せ
，ら
れ
る
。
而
し
て
此
れ
.よ
り
し
て
人
間
办
鏺
化
&;
-
. 

す
る
衝
動
を
省
せ
る
の
で
あ
义
-.
o
如
胸
な
る
意
味
：に

於|

欲
す
る
內
的
衝
動
を
生
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
今
、
人

：
 

て|

般
に
;A
事
に
進
步
が
あ
り
、
.又
あ
ち
得
る
か
は
、
‘ I.

間
.の
衝
動
の
發
厫
が
：、
：物
0 '
芷
常
な
な
性
質
べ
锬
近
せ 

此)

の
-¥
''
»
に
_
て
.の
;,
^
理

鄭

'1
,猶
;^
,0
自
^
潴
咚
何
等\

ん
さ
す
厶
道
ぞ
ぢ
つ
^
時
，
即
ぢ
規
範
■の
實
現
紀
企
圃 

か
の
方
向
に
變
化
す
^
こ
ビ
が
、
人
揹
及
.び
物
：1
般

'0|

す
る
時
、
.
.ぞ
れ
.は
實
に
一
の
進
步
を
意
味
す
る
。
即
ち 

絕

對

的

、

正

常

的

性

質

杧

風

-^
る 

>し
す
れ.ば
、
，
此

れ

城®
な

る
.一
の
變'化

に

非

ず

し

て

一

の

®
.
^
を

意

哝

す
 

進
轉
ヤ
城
あ
る
が
；進
步
で
は
な
ぃ
。
何
港
、
此
：の
ー
進
轉
る
。
何
者
？
苦
痛
及
.び
®
^
、
吾
人
自
ら
の
、
及
び
物 

R
於
け
；
如
侗
'な
る
段
階
セ
雛
も
他
の
1
の
段
階
^
比

|
ー
般
.の
經
.驗
.的
.特
.質
の
^

常
性
の
威
覺
で
あ
る
が
故 

し
、
よ
>
よ
き
若
-:
<
は
^

卓̂
越
せ
る
段
階
ど
考
へ
ら
に
、
苦
痛
及
び
惡
の
反
對
.で
•あ
る
善
は
、.
物
の
正
常
な 

れ
得
な
.ぃ
で
あ
ら
ぅ
か
ら
で
^
る

：ヴ

凡

て

の

物

は

：

(

等

一

る

狀

態C0
感

覺

表

示̂
他

な

ら

な

S

。

而

し

セ

此

の

龙 

し

く

事

物

、
の

本

質

に

'®
す
る
も
0
ミ
し
.て
、
等
し
く
常
な
る
狀
態
へ
の
向
進
が
其
れ
故
に
進
步
で
あ
り
ヽ
改 

よ

ぐ

あ

ら

ね

ばな
ら
ぬ
等
で
あ
^

o;然
し
實
は

さ

ぅ
.で

良

で

あ

る

の

で
あ

る
.o
.:
.

は
な
い
。
人
間
が■

化
の
爲
め
は
努
力
す
る.

の
は

.

、
#

今
や
吾
人
ゆ
、
此
0;
.‘如
何
な
な
適
/0
'
が
法
徘
哲
學
に 

化
が
人

_

の
：
：正

常

の

性

質

.

に
1
す
' &

が
故
：

.

に
非

.

^

し

t

む
て
亦
可
能
な
り
や
在®

ふ
事
を
、
容
具
に
轉
め
る

が
出
來
る
。
若
^
法
律
が
常
に
自
的
な
く
凝
化
す 

る
毛
©

«
ら

ば

、

法

：律

上

ね

於

».
る
.
1
;
の
進
步
，
_
1
' 

つ
の
眞
の
法
律
な
^
^

p

の
も
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
,<> 

斯
X
の
如
义
ん
ば
、
.無
方
針
に
、
令
B
*
法
ビ
認
む
.る 

も
:^
名
明
白
は
不
法
ミ
な
ト
、

一.
0
,法

が

他

；に
比

し 

て
、,，ょ
6
眞
、
1-
ト
善
、：A-CS

合
理
的
た
る
で
.
^
,
を
決
. 

定
し
將
な
，.i
°
然
じ
乍
ら
事
實
W
然
6
ず

-°
.法
律
0
値

'萬

爾

中

_

_

2

案

、
 

.

鋒

ッ

木

ふ

雄

各

國

に

：於f

讓

制

度

篇

|

國
際
爲
替
0:
»

搖
に
依
り
金
赏
本
位
を
廢
丘
し
て
之
：に
代
は
.る
.
べ

新

挪 

度
を
考
.案
ず
る
、者
が
績
出
す
る
R
致
つ
た
。
太
取
维
會

域
^
於

て

も

亦

進

®

.

可

能

で

'*
る
。
：何
渚
，
法
.の
：不

•
議
に
次S

：

で
萬
國
»
濟
會
_
が
開
か
れ
大
戰
0
殘
し
尨

戀
钠
_
範
、
茈
_
の
，永

遠

の

原

理

あ

名

か

ら

で

知

る

。

而

し

て

法#
'(
?
>她

步

は

全

：く

、
：
.
人

間

が

此

'0
原

幽

：を

常

，

.

.

.

.
-

K
x
h
v
ie
l

理̂

會

じ

、’.そ
れ

を

絕

え

ず

ょ

り

完

全
 ̂

生

活

比

實

現

し.て
，行f
處
紀
基
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
：
. 

か 

<て
、
要
す
る
^:
、:'
.何
が
意
欲
ゼ
行
爲
ゆ
眞
の
且
ク
- 

永
遠
：の
規
範
で
あ
る
か
ク
«
し
て
何
故
に1

般
妃
か
く 

0
如
^
親
範
が
自
然
法
則
か
ら
獨
立
し
、
且
つ
自
然
法 

'則
代
對
立
し
て
存
す
名
が
せ
沄
ふ
問
題
^
明
断
す
確
實 

と
を
齋
&
す
こ
^
:
:
が
肝
槳
办
事5J

な
る
の
で
あ
る
-や

.

經
濟
的
破
壤
を
如
何
芯
し
て
救
濟
す
る
か
を
議
t
る
ゼ 

袞
ふ
通
貨
銀
行
0
方

面

も

無

論

議

題

祀

上

る

N
信 

す

‘る

茲

に

述

ぶ

.る

は

國

際

金

融

.上

の

新

ら

し

S

提

案

で 

あ

る

が

只

其

槪

略

の

.
み

で

あ

る

。
.

::

金
貨
本
#
制
度
に(

代
拟
^:
は

.«
雜
備
«
幣
を
ニ
。
定

限

〗 

度
以
上
に
發
行
し
な
い
事
を
提
案
し
れ
の
は
ホ
J
ト
レ 

1(

R
.
,
,
,
p 

H
a
w
t
r
e
y
)

氏
；•で
あ
つ
.た
。

大

英

帝

國

鈒

.行 

を
創
歡
じ
無
流
龜
絨
幣
贫
發
衍
じ
先
づ
大
氣
帝
國
既
に 

:於
，で
の
'み
爲
替
相
揚. の..

安
定
ど
は
か
ぢ
«
夂
各
國
に
抓

雜
十
六
餘(

ニニ九

)

，
雜
錄
萬
國
印
决
錤
行
の
提
案

第1

戳 

一ニ九
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0

し
廣
'め
や
ぅ
ビ
^
*
.じ
_た
.の
'はダ

，—

リ
ン
€(

J
. F. 

.Darling)
氏
で
あ
つ
た
。.之
v

aを」

に
す
ふ
提
案
.は
.

米
國
の
上
膝
議
員
ヒ
.チ
，コ
.ッ
，ク(Hitchcock).

氏
の
.そ
れ
：： 

で
'あ
つ
た
。
同
氏
0
云
ふ
所
は
米
國
を
*
心

.̂
レ
^
名
‘

1.

大

爲

替

鈒

行

の

建

設

案

で

あ

る

；
、

即

ち

資

本

，金

を

ニ

 

.
一 

^
■
傲

弗

潘

し

本«
含

細

育̂

置

％

合

衆

國

；及

び
.之
^

i

 

賛
成
す
る
諸
國
家
の
出
資
に
侬
&
萬
國
紙
幣
を
發
行
し 

冗
：貿
易
土
0
信
相
を
疏
通
し
併
ぜ
苽
國
際
爲
替S

安
定
：

|

 

を
犋
や
ぅ
^
す
る
比
在
る
.。.而
じ
て
資
本
@
中
3
四

偉I

へ
 

耶
は
先
づ
合
衆
國
々
庫
ょ
々
.支
出
せ
ら
る
ぺ
く
其
殘
額 

は
米
國
拉
在
る
外
國
偾
を
以
‘て
，
調

達

せ

ら

れ

る

。

現

猶

」

 

米
國
0
佘

產

額

は

：世
#
猶
要
0'
华

ぼ

砮

越

：
1>
內
國
商
業| 

^
響
な
る
信
用
を
與
ぺ
そ
尙
ほ
餘
が
あ
-̂

が
故
&
拖
' I 

剩
餘
を
親
て
國
際
資
金
缺
乏
の
'爲
め

に

阻

止

せ

も

れ

.
つ 

、
あ
名
外
國
資
象
を
助
成
ず
る
/°
加

之

：此

提

案

祀

贊

成 

せ
る
他
國
政
府
の
出
資
あ
.，
又
此
銀
行
が
銀
行
業
務
を
、
 

營
む
.に
依
.つ
て
數
千
萬
卵
.
.の
資

金

が

得

ら

る

.
>

%'
の
ぎ

す
れ
ば
資
金
.の
..不
足
を
吿
ぐ
る
こ
ミ
な
&
は
勿
.論
で
あ 

る
"

■
而
し
て
此
銀
行：

の
®
要
な
；る
機
徙
の
一
は
國
際
卯
. 

紙
幣.(International. D

&
a
r
s
)

の
發
行
で
あ
つ
y
j
mte 

米
國
の
み
な
ら
ず
支
店
を
設
置
.し
*
る
.各
國
に
於
て
も 

«
行
銷
却
を
行
‘ふ
。.：
發
行
高
の
鑭
節
は
恰
か
も
聯
邦
準
■ 

備
金
龈
行
が
興
徼
行
む
た
る
紙
^
を
調
®
す
る
ど
同
一 

方
法
を
.以
て
す
.ベ 

如
何
な
る
國
に
於
^
も
供
输
過
多 

な

る

時

.ft
囘
收
し
不
足
な
る
場
合
は
增
發
し
て
屈
伸
自 

在
«
る
a
貨

制

度

め

：：利
益
を
聰
一
め
國
際

_

は
支
店
梢
. 

.瓦

.間
の
振
替
に
，依0.

て
決
濟
す
る
。'
即
ち
此
鈒
行
の
主 

た
‘
'‘
る
.任
務
は
奪
力
^
る
國
家
の
，協
力
に
侬
り
贤
易
上
.に 

及
':

S

ず

銀

籽

め

懷

#
層
深
が
5>
-し
感
國
際
爲
替
® 

激
烈
《
る
變
.動
を
.防
止

.し

併

せ

ヤ

世

界
.0
金
»
¥ 

S
 

健
^
な
る
*
礎
を
.與
ふ
る
に
在 

以
上ill
庆
0
提
案
ミ
異
い：

f

層
大
な
る1

際
鰍
行
の 

建
設
を
提
案
し
‘た
渚
は
英
の
ギ
ブ
ソ
y
氏
で
あ
つ
た
、
 

同
氏
0
說
は
金
貨
本
位
.制
度

：の
：
反
：猶

よ

&

始

b

:#
表

本

位
制
度
は
f

把
^
聲

線

#
礙
栉
薇
行
努
設
立 

;の
燊
で
あ
つ
：.で
與
.理
論

的

方

骄

に

於

て

：は
：馨

自

新

3 

%

も
の
を
見
な
S

0で
*1
が
^

:

國̂
_
協
ガ
奴
#
が 

.鑌
調
せ
^
苓

>:
1:
:
伴
れ
で
之
.を
銀
杼
業
に
及
ぼ
1>
'.產
業 

Jl
f

.
 

fな#
界
の
結
合
を
堅
<-
;

¥
5:
-
:迄
其
ふ
0 '
で 

あ
各
o
-最
近
亂
氏
が
ユ
デ
ン
パ
ラ
^

で̂
な
し
た
る
^
 

^
办
橄
槪
を
承
ザ
ば
次
の
如
を
で
叙
る
。
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狻
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鑛
行
繁
_
0:
發
展
階
段
ば
'寒
1
金
：
.

風
貨
幣
時
霞
ャ
1紙

繼

_

_

3
水
_

信

馨

.

代
で
あ
づ
た
。
然
る
に
萬
國
巾
央
鈒
行
の
設
立
ゆ
同
氏 

の
云
ふ
所

&

级
て
す
汴
ば
洵
に
，我
が
鈒
行
聲
務
を
し
て 

觅
に
‘

一
嘴
機
進
步
せ
し
む
る
所
以
，で
あ
つ

T

.

.
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目
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第

一
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得
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限
y
確
實
な
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價
値
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贈
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與

「

へ
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'

-

:

免
'

:

:

第
二 

.戰
^ (
.
$
.
«
に
5£
«.
せ
ら
れ
た
る
財
政
經
濟 

組

縱

を

救»'
レ

'第
三
'''
敏
貨
を
癒
«;
に收縮調節し.

卜丨
 

.
S

窮
乏
せ
る
國
家
に
優
先
的
援
肋
を
與
ベ
て
邦 

.
經
濟
上
財
政
上
の
恢
復
を
夥
易
な
を
し
め 

:

.第

五

f
が
て
：啦
鈒
行
が
歡
界
金
融
上
の
中
核e
な 

一
り
た
.る
時
は
茬
し
出
來
得
べ
く
ん
ば
她
球
上
は
於
け
る 

.1 

_價
値
の
.單
位
を
統
一
し
爲
替
換
«

-1
1
‘
0ボ
©
を
_
朱
し 

j

や
ラ
.

W

い
ふ
の
で
あ
る
。

I

斯
く
の
如
き
理
想
の
上
に
打
ち
靖
て
ら
れ
た
る
同
氏 

0
雜
國
中
褒
叙
籽
ぼ
太
體
寒
の
如
き
も
©
で
^
る
：：。：

(
！
)

‘、
萬
國
中
央
飯
行
は
各
國
ょ
ゾ
’批
さ
れ
炫
る
婺 

員
に
侬
り
て
紕
纖
せ
ら
れ
奢
貝
は
其
業
務
擔
當
苕
ご
な 

:

着
澎
隨
紙
幣
0:
鹱
行
を
行
ふ
。
萬
國
紙
幣
は
委
員
に
#
 

一
.ち
て
代
袭
せ
ら
れ
た
る
闻
家
及
び
#
恤
0'
'協
蹄
_
に
_於 

て
法
貨
た
る
資
格
を
賦
與
せ
ら
る
。
其
法
貨
た
る
の
價 

.格
は
此
紙
«-
の
提
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せ
ら
：：
、
_
0 -
紙
幣
政
對
す
る
炅 

爲
替
値
^-
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以
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す
る
。
'
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委
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を

英

米

佛

ー

二

ヶ

國

に

^ .
ff
i
 

の

國

は

一

定

の

條

件

ね

從

ひ

委

1

の

決

議

代

依

り

加

盟

 

を

許

す

こ

^

(

加

规

國

が

多

數

，な

る

程

其

效

果

は

大

で

'

あ

"る

)

、で

•
.'•
:(

：四)

發
振
紙
幣
に
對
し
て
.は
協
商
國
相
互
.連
.帶
し

て
其
資
產
及
び
歲
入
k
つ
き
第
，一
次
の
擔
#
を
镞
供
す 

.
る 

_
i.ビ 
0

'

(

五
,

〗

萬
■

中
央
银
行
ば
協
商
國
其
他

U

於
て
其
.の 

通
貨
制
限
に>

_
L >

委
鲁
が
適
當
を
認
め
.る
擔
保
も 

條
件
比
對
し
適
當
ビ
認
饮
る
額
哚
紙
#
そ
發
行
す
る
こ 

炙
o

.

委
員

.

に
し
て
» •

懷
不
利
な
：

b

ミ
|

|

^

る
，ビ
き
は
如 

何
な
る〗

國
に
對
し
て’
も
紙
幣

®

發
行
を
制

P

し
或
.は
一 

時
-

的
k

t

行
を
停
止
せ』

^ .

る
要
求
を
：な
す
の
權
利
を 

與

ふ
<

此
倐
項
に

.

依
を
協
商

,

は
國
內

*

貨
.

を
制̂

し
：
 

又
は
’

減
.

少
す
る
こW

を
#

或

は

，
其

債

務

を

返

濟

す

る

”
こ 

X

な

く

し.
* !
•

^

'

國
.

紙

擦
®

翁

，，
行

を

拒

絕

す

る

.
rJ
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參
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六)

‘
寓
國
紙
幣
は
先
.づ
第
l
fc
內
國
紙
幣
の
，發
行 

準
備
金
に
供
用
し
同
時
に
戦
前
の
金
貨
ミ
等
し
く
國
際
. 

貸
借
の
拠
濟
振
薺
の
資
金
.ど
な

す

こ

ど

之

が

爲

：め

に

.紙 

幣
0
單

位

を

戰

前-0
1
千

磅

ヒ

し

其

倍

數

ぬ

當

る

猶

_
 

を

發

行

す

る

こ

' 

.

或
る
國
家
が
他
®!
ょ
&
念
遽
.
入
を
要
す
る
，貨
物
：あ 

り
之
が
支
挪
に
窮
す
る
場
合
.に
：は
.其

國

の

質

易

を

獎

勵 

し
經
濟
財
政
の
.恢
復
を
補
助
す
る
應
齋
策
«
し
て
«
際
. 

紙
幣
0 :
優
先
使
用
權
.
與̂
：ふ
る
.；
ビ
0
,
:

.
七)

.
,創
立
當
時
，發
行
.せ
&
るV

き
紙
幣
の
：種
類
は 

英
貨
怫
貨
米
貨
の
三
f
f
l
s
し

一

千
破
ニ
萬
五
.千
法
.五
千 

弗
を
.單
位
匕
し
て
各
々
，其
倍
數
妃
當
る
紙
幣
を
以
て
す 

る
。
*m

紙
幣
の
’價
格
於
略
ぼ
®

し
く
な
つ
れ
時
は 

今
後
の
發
行
紙
幣
に
はUnion, Central, Intemational, 

等
の
文
字
を
使
用
す
る
こ
ど。、

'

.(

八
：

X
:

寓
國
紙
勝
^
國
立
：銀
#:
劳
1.
:

國

立

鈒

行

な

き

|

!

I.

I

I
1

!

時
は
輿
勝
銀
行
の
如
く一

國
銀
行
制
度
の
：中
核
£

で
指
數
に
依
つ
て
正
し
く
變
觅
せ
ら
る
べ
ぐ
又
利
息
は
求 

國
庳
發
を
扱
ふ
鈒
行
を
以
て
委
員
の
要
求
に
從
ひ
政
府»
紙

幣

‘.に

對

し

て

の
み
賦
課
せ
ら
る
、
次
，に
委
員
：は
少 

の
様
_
又
ば
國
家
0
債
權
或
は
歲
入
を
供
託
し
：て

發

行—

の
_

i

s

s

®
を
選
■

之
，が
.世
界
的
f

の
：f

:: 

せ

し

，
む

る

；，こ

^
5 

0
.‘
：

 

、

.に

猶
^
て

利

：子

步

合

を

變

|1
す
、べ
袅
も
の
ミ
し0
行
創
.

萬

國

紙

幣

が

最

初

：に

發

行

ぜ

5>
;
れ
，た
|
銀
行
は
最
初
ー 

に
其
國
家
は
最
後
に
寶
任
を
負
擔
し
齄
行
紙
幣
'に
：對

す

收

縮

：が
徐
々
..た
ろ
こ
:̂
を
主
眼
と
し
：又
«
程

度

.に

止

め 

'
•刺
子
を
支
#

^
乙
ビ
此
支
撖
はM

際
紙
幣
又
は
®

.

.ね
ば
:^
&
ぬ
;'
°
信
用
程
度
低
&
國
に
詉
す
べ
き
刺
息
は 

の
他
の
.紙
幣
を
以
て
す
る
珞
可
な
&

。

,
.'
; 

|

信
用
歡
度
高
き
國
に
課
す
^
き
通
常
割
合
ょ
ト
ナ
ニ
-步

.

.

(

九)

，
最
初
に
紙
.幣
を
要
求
し
た
る
.者
は
其
紙
膝
を
高
か
ら
し
む
る
こ
<(

此

特

別

刺

息

の

.賦

課

位

窮

乏

國 

■-

自
己
の
f

に
®
く w

其
一
部
又
は
全
#

^

^

0银
行
-

を
し
て
^

8
的
|
助
比
依
り
其
經
濟
狀
態
の
.俠
復
に
勢」

、
 

會
社
叉
は1

私
人
に
移
す
ぐ
否
ど
を
問
は
す
利
子
支
柳
一
力
す
る
樣
刺
激
を
與
ふ
，
る

§
共
に
之
が
效
*
ぁ
.
.ら
し

め

'

.

.の
義
務
'あ
る
も
'の
ビ
し
委
員
は
利
子
步
合
を
自
由
に
上
.ん
ビ
す
る
に
あ
る)

.

下
す
る
全
權
を
有
す
る
こ
ビ
。
此
_
務
は
同
額
0
紙

锻

1
.
.

(
+
1
)

銀
行
會
社
及
び
個
人
は
^
國
のg

幣
を
以：

を
萬
國
中
央
銀
行
に
支
拂
ひ
た
か
‘日
ょ
り
消
滅
す
る
。

で
莴
國
銀
行
に
預
金
.を
な
し
利
息
を
愛
ぐ
る
§

利
を
：

■ 

(

+

>
大
國
^
於
て
は
.直
接
に
紙
嚼
の
發
行
せ
&
れ

有

す

。
典
利
子
割
侖
は
大
國
が
末
返
濟
紙
膝
^
他
の
負 

れ
务
銀
荇
間
把
支
拂
ふ
べ
.き
利
.子
步
合
は
均
.
—で
负
令
.;.
'
債
^
つ
き
萬
^

行̂
^
嘉

ふ

.其
：時

々

の

步

合

を

適

闬

：

.

, 

が
.

一

般

に

ば

其

國

の

物
.價
を
基
礎
S
し
た
る
協
定
複
合
.
し
預
託
.
.1
>た
る

：紙

幣

ビ
.同
一

種

類

s:

通
貨
で
支
拂
を
な
.

,
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ニ
t
s
:

す
.

，

(

十
m

萬

屢

央

銀：

行
發
行
0
紙
幣
ょ
り
得
る
參

•
利
益
は
積
立
金
と
し
貧
乏
國
に
對
し
て
^

さ̂
れ
た
，る
' 

紙
幣
ょ
な
起
る
、
、損
失
或
ば
其
他
の
原
因
ょ
レ
ず
芩
損
.

‘ 

—

失
^
»■
補
叙
v

る
、t
此
內
少
暈
0
—

f:
經
i

用
〃 

ミ
し
て
用
ひ
ら
れ
る)

，此
積
立
金
が
將
來
の
事
變
に
臘 

す
る
に
充
分
な
6 

€認
め
ら
れ
^
る
時
«
年
々
の
疋
味 

利
衰
は
慈
善
.樂
業
に
用
ひ
ら
る
‘、
か

或

.

協

商

國

政

府 

^
分
配
せ
ら
れ
如
何
な
.る
場
合
.て
.雖

も

刹

息

軟

支

拂

ひ 

た
る
銀
行u

返
還
せ
'贫
各
>

は
«;
い
。
利
子
は
返 

還
未
濟
の
紙
幣
^.
課
し
紙
幣
過
.發
の
恐
な
か
ら
ん
事
を

，
o 

.

. 

.

ご
.
.
. 

丨 

：
：
：
..

%

H'
:,

)

:'
:
:萬
國
#•
央

峯

行

は

金

貨

を

取

得

し

保

存

贫 

る
0,
權

限

を

有

し

協

商

.國

に

し

て

金

貨

を

荽

求

す

る

時 

は

之

が

求'め
^
職

ず
‘
こ

ミ

而

じ

て

此

所
^

貨̂
は
® 

y®
;
gl
;
Ba
!
fc
配
分
し
て
保
存
せ
^
れ
る
。
.
"
'
‘ 

以
上
は
此
縱
行
組
織
の
、大
鐧
，で
ぁ
る
.が
之
を
如
何
に

し
て
.連
用
す
る
か
.ギ
ブ
ソ
.ン
is
は
一
一
1办
例
を
擧
げ
て
.

餘
明
じ
；て
■，馨

6 一”
：
へ'
'へ：

;

'
例
^
ば

疲

弊

せ

名

爵

霞

國
m
丧
銀
行
柃
對
し
翁
鳳. 

の
喪
求
せ
.る
條

件

に

.從

ぴ

內

國

通

貨

を

制

限

す

る

之

と 

に
■
意

じ

其

轉©

^

#

び̂

:1
1
收
益
を
擔
保
ヒ
し
^
 
ノ
 

第
一
，
次

の

充

當

權

を

赋

與

し

て

萬

國

紙

幣

一

千
离
膀
一
一 

億
：法

及

衰_

弗

の

操

黎

證

碧

A
■

寒
じ
へ 

委
員
が
之
を
承f

t

し
た
る
時
は
^
[0
#
行
は
其
电
^
_
. 

だ

け
.の
紙
幣
發
.行
權
を
與
.へ
'
.ら
れ

：紙

幣

を

受

放

ら

.
る̂
- 

國
象
は
其
.全
部
又
|1
大
部
分
.を
輸

入

^
;
#
.
の

支

撖

金

は 

.商
當
し
遽
餘
0
-紙
幣
は
.國
內
通
貨
の
支
拂
雕
備
金
ビ
す 

る
、.

此
•國
家
が
や
が
て
經
濟
狀
B
を
恢
復
し
^
f

外 

國
ね
：於
て
.：萬

國

疆

を

噴

入

れ

返

濟

す

ベ

く

或

は

魄

金
 

槳

備
-
す
^
ぐ
®

:
內

國

通

貨

發

行

の

支

拂

準

備

M

f
 

ら
れ
る
。
即
ち
_

幣
0.
.英
國
に
A

k 

i

:
幣
が
佛
_
 

比
流
入
じ
た
時
は
狗
國»

貨
0 .

支

拂

事

備

.
ミ

な

々

或

は

預
#
匕
.し
.て
：萬

麗

：行

纏

濟
f

 

出

繁

又

へ

弗
紙
幣
が
米
國
拉
入
ゲ
た
名
場
合
^
は
利
付
に
て
萬
國
' 

髁
行
校
預
け
：̂

^f
、

み
殲
年
が
0
後

米

國

が

現

在

所

有

： 

す
る
多
_
0-
金
貨
金
塊
を
竽
_
す
る
.に
至

^

ば

权

國

通
 

貨
：s

i
準
備
e

b
て
海
園
®
紙
幣
を
保
藏
す
る
に
M 

'か
で
.あ
&;
;
ぅ
0;
'
'又
.
_
_幣
_
英

_
^;
流

入

し

た

な

ら

ば 

•

,
0;
銀
行
ば
條
國
01
取
弗
先
の
預
余
e
は
- 

鈒
行
に
预
詆
し
.て
刹
殖
す
る
、m

隙
舶
行
に
於
'け
る
® 

翁
の
利
子
は
S

0

の
消
却
金
中
f
c齡

.へ

ら

れ

る

の

で 

ぁ
4
が
版
揚
合
委
«'
は
消
却
.を
つ)

く
る
»
^
對
し
爾 

後
の
織
骼
發
杼
.
停

.1
)
:
す
る
僦
ほ
其
_
能
脱
有
# '
;

ぬ
» 

國
鈒
行
に
預
託
せ
ず
じ
て
自
國
の
爲
替
賢
相
場
で
之
を 

ir 

國■

ぬ
交
_
1.
:

#

-

@國
0,
_
行
^
|
® 却'
t
 る 

i 

ヒ
ん
出
來
る 

o
-
'
•
-

',
'
.
'
.
. 

:
 

’ 

■

「

K

■第r

一
 
の
例
を
承
せ
ば
_

銀
行
が1 :像

磅
の
國 

際

紙

幣

紀

电

込

み

其

掃

保

长

し

弋

^

^

敬

鹰

公

債

衮

味 

英
國
政
府
s
ii
:
,接
^
保
®
を

與

ぺM

^

a

§

0
 

行
は
*
受
取
!)
.1る
尨
を
紙
幣
の
.
.

1

部
^:
他

銀

行

に*

^
し
他
のI

部
を
國
內
紙
幣
の
支
拂
準
備
金w

す
ざ
。
此 

場
合
英
職
銀
行
は
苑
_
舵
幣
な
り
#
は
萬
國
紙
幣
な
り 

を

以

：で

*

猶

し

終

る

ぽ

は

利

子

を

支

拂

は

ね

ば

な

を

ぬ 

然
る
忙
此
利
息
は
英
蘭
鈒
行
は
ビ
つ
て
は
^
し
’て
损
失 

と

な

る

も
の
で
ば
な
.い「

何
^

な
れ
ば
英
蘭
鈒
行
は
他 

商
之
を
前
貸
金
又
ぬ
貸
付
金
'̂
し
て
利
殖
し
得
る
か
ら
，
 

で
あ
る
.、
、即
ち
國
際
紙
幣
を
保
.藏
す
る
爲
め
に
支
挪
ぶ 

利
子
は
金
貨
を
其
银
行
部
に
.保
藏
す
る
場
合
に
支
拂
ふ 

利
.子
^
同
額
な
る
が
故
で
あ
る
V
斯
く
て
全
世
界
に
於 

け
る
.，金
融
及
び
物
«,
の
狀
態
が
恢
復
宋
濟
§
紙
幣
#
ひ 

爾
後
發
行
-0
紙
幣
に
對
す
る
.刹
子
を
騰
貴
せ
し
If
:
る
必 

要
あ
る
時
は
英
蘭
銀
行
に
於
て
も
同
時
に
割
引
步
合
を 

騰
貴
せ
し
砂
市
中
鈒
行
も
之
の
步
動
免
共
に
^
る
こ
ど 

、

%
_
通
貨
及
び
信
用
の
酿
解
は
阻
止
せ
ら
^;
\;
:
ご

^

,

.

■
 

3 

-
.
- 

:

.
».
'

.

.

■、
な
る
の
で
あ
る
，

英
!•
*
行
.に
し
ろ
^
巾
®'
行
に
し
ろ
.此
萬

_

_

幣

必 

听
私
す
る
な
ら
ば
_
內
の
.信
用
市
曝
は
根
本
よ
レ
资
全

第
十
六
卷
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銀
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號

.、
I
H六

す
な
y

M
求
拂
の
債
務
■に
對
す
る
準
備
金
の
基
礎
は
廣 

大
と
な
^
現
在
見
る
が
如
ぐ
現
金
準
備
比
對
す
る
銀
行 

間
の
爭
_

は
絕
_

|
な
，り
通
貨
收
縮
の
割
合
は
.
、一
0
0 

當
疋
確
に
調
節
む: #
.る
.
/
0
,
ビ
、
な
，る
の
で
ぁ
る
。

.
以

上

述v

れ
る
所
^'
«
ら
^
國
紙
幣
は
目
卞
の
如
く 

M
貨
收
縮
の
過
渡
期
化
適
用
し
て
最
も
機
宜
.を
得
た
る
. 

も
■の
^
信
す
る
、
諸
大
國
の
通
貨
に
し
て
相
互
均
等
'̂
- 

得
る
に
蚕
.
た
時
は
國
際
、間
_
價
値
_

*敏
單
位
の
® 

行
を
可
能
な
ら
：し
：む
る
.も
の
で
ぁ
つ
て
一
亂
紙
幣
の
#
 

行
難
備
烬
鞍
國
紙
幣
1:
り
威
立
せ
を
時
は
金
.製
本
位
制
：
、
 

度

ゆ

缺

點

：な

く

し

で

_
前
0
金
贫
む
同
7
の
效
取
^

_
 

•げ
得
る
こ
ミ
勿
論
に
.1
>:
で

斯

ぐ

の

_&)
時

期

に

到

達

ず 

れ
’ば
.米
國

と

雖

も

萬&紙
^
^:
，以

て

發

行

準

備

迄

ず

る

. 

に
_

_し
な
‘い
で

あ

ら5
タ
ハ
：

•
.

「

萬
國
紙
幣
は4;

國
家
內
.に
於
て
ぃ
勿
論
協
商
國
相
互 

間
に
於
ぬ
も
法
貨
た
る
蜜
格
を
有
し
政
府
又
は
中
央
銀 

行
は
自
國
0
:紙
幣
せ
め
兗
換
の
要
求
紀
«

じ
な
け
れ
ば

な

ら
.ぬ
!0
<■,.

.萬

國

紙

幣

が

信

用

囊

礎

ミ

？

内

國

歡

制

*

の
へ 

基

本

を

耩

成;1
>:國

際
:»
赞

の

淡

濟

上

紙

幣

の

^

^

を

行 

ふ

も

爲

替

の

氣

高

低

點

は

泐

滅

し

な

い

、

只

紙

幣

.
®
輸 

送
費
用
が
滅
少
す
る
が
像
に
馮
開
き
を
極
め
て
少
か
ら 

し
む
る
の
み
•で
’あ
る
’。

玆
に
一
言
し
た
き
は
.萬
®
紙
幣
を
創
造
撥
«
し
て
國 

_
間
^
價
値
0
共
飾
»
衝
_
取
が
ん
^
す
る
ば
#
主
眼
. 

^

_
r:
«:
^ :
^

^

*
、̂
勿
論
國
際
間
に
惯
値
0
簞
位 

.が

.强
國

；に

打

ち

建

で

ら

れ

た

«
合
に
_
萬
_
典
®

®

^
 

の
實
現
も
可
能
な
：る
問
題
で
ぁ
る
が
此
改
革
は
少
く
共 

,五
十
年
瞰
は
邀
み
得
6;
'
れ
ぬ
所
で
办
又
此
瓶
案
を
.成 

功
し
せ
め
ん
ビ
す
る
要
締
で
も
な
い
。
ロ〈

利
子
政
策
に 

侬

ヴ

で

各

國

間

收

物

徵

を

壯

來

得

る

限

^

酿

搖

せ

し

め 

な
い
の
が
艰
本
0.
的
で
ぁ
’る
.
。
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之
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す
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此
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办
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歸
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す
る
と
&
.
.
,
ふ

.>

.
!.
' 

: 

V
:
.

I

I
!

|

I

I
E
^
l
s
s
^
,
8
&
s
s
i
i
s
l
l
u
€

V (

一)

萬
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前
收
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名
金
ご
同
：1
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る
条
融
：上
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0職
能
を

盡
す
こ
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を
得
る
。
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又
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落
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1
三
年
0
物
價
指
數
を
基
準
年
し
た
る_ 

協
定̂

^

指
數
が
成
立
し
尨
な
ら
ば
通
貨
の
割
合
を
調

「

' 

'
 

、.

ぐ

.

.

.

節

し

て

：物

價

の

變

動

を

少

«

ら̂

し

む

る̂.
€
を

得
V

る
ベ
し
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C
A
V
"
戰

爭

の

一

近

づ

く

や

萬

國

紙

幣

の

利

子

騰

貴

し

.

.國
內

の#
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も̂

亂
.
{
.
步

調
^
を

れ

開

戰

當

初

^

見

る

紙

.幣

.'©
過

發
^
防

北

ず

嗲.
^
。
；
；
.
^

，(

九
^

“金
の

泰

出

：量

植

侗

等

-0
支
齙
ヵ
な
§
事
ビ
な

b
物
價
及
び
財
政
狀
爾
に
依
て
戀
K
せ
ら
る
、ゝ
$

步
合
が
經
濟
界
©
指

針

さ

後

る

。
の
；で
办
る
一
。

.戰
■

比

於

て
_

余
鑛
の
發
見
璩
は
金
：供
_
の
增
加
は
通
貨
办
膨
張 

迖

な

ち

や

：が

，て

ノ

不

景

氣

迄

失

霖

の

時

代

を

現

出

し

た
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從
今
：て
朱
業
は.人
カ
の
支.配
&

越
ぜ
.
4金
0 :
«
出
に 

C
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.へ
窮
乏®

を
援
助
し
て
其
經
：濟
財
政
の
：恢
復
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:

|

依
つ
て
影
響
を
說-Q
.
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の
.で
あ
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^

國
紙
幣
に
基
く

早
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む
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.
..;
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.:
■.ぐ
'
.
.
:

:

)

：(

3£)

' 

:
現
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破

壤̂
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财
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經

濟
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復
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'1
>絕
大

：の

救

：助

紀

與

.ふ
。

.-.

.
へ
丨 

S

,
經
濟
上
の
浓
步
を
促
し
社
會
上
の
不
滿
を
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き
賃
銀
の
變
働
產
業
^
:0
'#
_
を
滅
じ
得
べ
し
。
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七)

：o
.國
際
間
の
平
和
維
賴
に
實
献
：す
る
所
少
か
必
.

/篇
制
度
は
擗
く
の
如
ぎ
職
業
上
0
動
搖
を
：少
な
が
6' 

し
む
る
で
あ
ら
ぅ
ビ
。
.
I

.

,

5於
イ
同
氏
ば
.ji
b
提
案
に
對
し
起
6
得
ベ
^

K

#

.
擊
揭
げ
て
風
る

‘ク
^

づ
第
一
に
ゆ
此
組
織
を
充
分
は
；
 

理
解
せ
ざ
る
^
ょ
b
起
る
も
の
.で
此

紙

幣

は

^

^

過

發 

に
陷
る
で
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ら
う
ビ
.
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念
で
あ
る
_が
事
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ば
此
紐
織
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一
三
八

の
實
现
亿
侬
ク
^
充
分
忙
撖
貴
を
收
縮
し
得
ぺ
し^

1

碑

.
幣
の
•曼

W
る
も
の
は
實
に
物
使
め
高
低
に
依
つ
て
繼
：
 

ふ
の
で
あ
る
。

■

页
せ
.ら
る
、
利
芋
步
合
^
者
で
あ
气
戰
前
の
金
.貨
本
.

前
述
の
如
^
此
荃
紙
織
は
刺
子
政
策
を
基
本
亡
す
を
：

位
^
於
て
も
結
局
物
價
を
決
定
す
る
も
‘の
は
刺
子
^

^
 

^
の
で
戰
前
^
於
^
ぁ
利
爭
の
高
低
は
^-
來
の
生
產
に

.
の
み
で
あ
つ
た
、
即
戰
前
の
金
ば
白
々
の
■
濟
状
嚴

 ̂

對
ず
^
收
入
を
不
當
に
荐
慮
し
徽
保
す
る
こ
ミ
を
姐
*

一
 

見
る
べ
き
パ
ロ
メ
，1
タ
I
に
過
ぎ
^
し
て
ブ
设
の
趨
勢 

じ
た
の
^
あ
る
か
S
此
制
度
の
下
に
：於
て
も
同1

效
.果

|

は
祝
子
步
合
の
反
映
で
.あ
ひ
た
o
'金
徵
本
位
の
.イ
ロ〜

 

を
收
め
得
を
事
ぶ
信
^:
る
V
、
若
し
.
1
:
:
國
拉
於
て
週
度
に
一
ー
タ
ド
^
利
子
參
合
を
し
て
ロ
々
消
费
す
る
貨
物
の
.充 

通
貨
及
び
信
用
を
膨
張
さ
せ
た
な
ら
ば
自
國
の
物
惯
を
分
な
る
供
給
を
確
賊
す
る
樣
變
觅
を
餘
儀
な
く
せ
ら
れ 

騰
貴
せ3

;

め
萬
國
紙
幣
に
依
る
外
資
.を
涸
渴
せ
.し

む

る

た

' 
利
子
步
合
の
變
51
は
勞
働
を
S

1
物
ぢ
資
本
の
生
' 

に
：至
i

 
く
其
菇
粜
內
_
の
利
モ
*
合
は
*
騰
す
る
*
' 

™ 

.

淹

紀

適

當

に

分

配

，す

る

樣

規

定

し

拎

、
金

貨

本

.位
は
そ
' 

S
な
b
外
資
の
流
入
を
來
す
、
又
數
ヶ
，國
^
於
て
通
貨：

れ
，自
身
^
於
て
.利
子
を
戀
E
せ
し
む
る
力
な
ぐ
經
濟
狀 

の
騰
張
を
來
i>
だ
る
場
合S

は
，萬
_
銀

行

の

利

モ

引

上
|

態
を
規
定
す
を
.に
ぶ
全
然
無
力
で
*
つ
だ
、
ロ
? ;
れ
« 

に
傲
!)
;
:て
.鮮
_
を
防
:̂

之
に
12
.
'す
る
場
合
ば
寓
國
中
央i
利
子
步
合
の
_
$:
を
必
.
©ヒ
す

る

暗

示

を

身

：
へ

^
.に
過

： 

銀
行
に
返
裹
し
來
か
*
幣

の

：高

を

響

胁
.す
る
：
こ

な'i

 

f
い
換
言
す
れ
ば
，
S
貨
物
ヒ
資
本
貨
物
：ご
の
生
* 

る
。
 

.
に
：對

す

る

勞

働
0:
分
配
を
規
定
し
だ
の
み
で
あ
つ
.た
0 

而
じ
で
物
價
は
金
貨
の
.
'場
合
^
異
6

®

_紙
幣
^
發

經

濟

J1
0 !
.意
義

ぬ

：於

，
い

で

は

中

央

銀

行

の

效

锻

办

る 

行

ず

：る

費

用

^

依

つ

セ

限

定

せ

ら

る

>

s

な
い
。
紙
利
子
步
合
ば
社
會
を
し
て
其
時
代
の
生
活
の
檩
维
に
觀

馨
貨
物
の
供
■

规

筆

傷

必

：要
1

程

度

篇

泠
ね
ば
« .
&

ぬ
、.

讓
行
の
赞
付
利̂

^

華
察̂

對
^
勝 

來
0
融
纖
貪
な
す
か
否
か
を
決
定
せ
し
め
る
奢
む
刺
母

#
合

參

象

物

價

维

T>
m

^

ft
減

挲

る

善

:

客
が
« :
用
.の
擄
張
§

求
す
る
に
#
れ
«
過
度
に
0

-
ぃ
 

を
慶
せ
し
む
る
事
^
く
#
つ

で

巧

妙

な

^

割

引

政

策 

槐

依

レ

商

：人

投

機

潸

等

を

騵

#

て

般

«
品

を

.市

場

は

出

\  

さ
^
め
：#

^
?:
下

落

せ̂

む
る

‘々戰
前
fc
:於

：

爲

替

一 

®'
場

の

淨

：騎

を

保
.
&
.
3
蛉
犮
を
原
動
为
は
：：|
に
.刹
条
_
 

合

紀

：3
で
2:
が
高
低
樣
在
外
：爲
替
余
の
高
を
友
右
.1:
<
»
:

1

時
的
外
*,
の
流
入
を
刺
«5
.|
>S

^

$

$

B

の
‘1

定
單
位
を
一
尔
し
惯
習
に
依
つ
て
自
曲
に
通
用
し
信 

造
困
#
に
し
で
.物
價
儒
貴
‘の
爲
め
に
必
要
な
る
職
賣
カ 

.の
制
限
を
攻
し
得：

べ
き
も
の
で
あ
れ
ば
充
分
で
あ
る
。

’
M

R紙
幣
過
發
の
他
の
辨
饑
S
し
て
は
萬
國
銀
行
は 

.自
由
に
紙
幣
.の
增
減
を
な
し
#
ベ
き
«
利
を
貧
す
る
即 

ち
萬
國
中
央
銀
行
の
备
國
中
央
銀
行
に
對
す
る
關
係
は

恰
か
も
中
央
雜
行
0
市
，中

銀

行

^

對

す

る

關

係

ミ

同

一

で

あ

るo 

'
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0
S
の

反

對
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は
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G
金
離
備
が
全
然
萬
國
紙
糌
に 

'

代
ひ
た
€
す
れ
ば
.戰
#
の
場
合
.に
は
大
混
亂
を
來
す
ぐ
し 

云
ふ
の
で
あ
ゐ
が
之
は
瀉
國
鈒
行
に
於
：て
萬
國
紙
幣
の

つ
^
國
際
間t

年
和
せ
產
業
#
の
安
定
-
が
：凝

さ

れ

：
利

息

：：は

國

家

の

財

源

を

#

保
ミ

し

賠

償

金

に

對

し

て

先

へ 

泠
る
：後
賭
：猶s

通
貨

®

多

少

を̂
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な
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し'む
る
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™
取
*
を
留
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す
れ
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句
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；
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又
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I
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行
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損
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太
^
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^
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漆
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辛
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收
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準
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综
發
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換
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す
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し
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政
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適
用
し
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f
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#
る
や
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や
等
.來
く
共
之
等
の
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を

考

察

し
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ぬ

の

で
. *
る

が

；
，

V

れ
■は

私

の
i

t

s t
e>

^
Y
 

.

.き
點
.で
な

い。

§

 

‘

Q
6 

.

.
 

.

.
,
.

■
以

上
.は
ギ
ブ
ソ
ン
.找
の
.提
象
0
梗
概
で
.あ
つ
て
‘其
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